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長
尾
　
光
雄
（
な
が

お
・
み
つ
お
）
昭
和
55
年

日
本
大
学
工
学
部
卒
、
同

大
学
院
工
学
研
究
科
博
士

前
期
課
程
修

了
。
同
大
学
助

手
、
専
任
講
師
を
経
て
現

職
。
平
成
18
年
か
ら
福
島

県
立
医
科
大
学
医
学
部
整

形
外
科
学
講
座
、
同
25
年

か
ら
延
世
大
学
校
（
韓

国
）
保
健
科
学
大
学
医
工

学
部
バ
イ
オ
メ
カ
ニ
ク
ス

研
究
室
と
の
連
携
研
究

中
。
日
本
設
計

工
学
会
優
秀
発

表
賞
・
功
労
賞
等
を
受

賞
。
日
本
機
械
学
会
な
ど

に
所
属
。
博
士
（
工
学
）

福
島
県
出
身
、
57
歳
。

プ
ロ
フ
ィ
ル

日
本
に
お
け
る
中
国
の
通
俗
文
学
の

受
容�

国
際
関
係・小
田
切 

文
洋
教
授

計
測・診
断
技
術
の
創
出
を

目
指
し
て�

工・長
尾 

光
雄
准
教
授

　

小
田
切
　
文
洋
（
お
た

ぎ
り
・
ふ
み
ひ
ろ
）　

昭

和
48
年
国
学
院
大
学
文
学

部
を
卒
業
。
同
大
学
大
学

院
文
学
研
究
科

修
士
課
程
修
了

後
、
本
学
大
学
院
文
学
研

究
科
国
文
学
専
攻
へ
。
53

年
博
士
課
程
単
位
取
得
退

学
。
短
期
大
学
部
助
手
、

平
成
11
年
国
際
関
係
学
部

教
授
、
14
年
大
学
院
総
合

社
会
情
報
研
究
科
教
授
。

18
年
大
学
院
文
学
研
究
科

兼
担
教
授
。
日

本
比
較
文
学

会
、
和
漢
比
較
文
学
会
な

ど
に
所
属
。
博
士
（
国
際

関
係
）、
文
学
修
士
。
福

岡
県
出
身
。
63
歳
。

プ
ロ
フ
ィ
ル

訳
語
の
用
例
を
集
め
考
察

江
戸
～
大
正
期
の
翻
訳
を
調
査 

　

日
本
人
が
本
格
的
に
〝
生

き
た
中
国
語
〟
を
受
け
入
れ

始
め
た
の
は
１
７
０
０
年

代
、
す
な
わ
ち
江
戸
時
代
の

中
期
近
く
の
こ
ろ
か
ら
と
い

う
。
江
戸
時
代
は
鎖
国
政
策

が
と
ら
れ
た
こ
と
で
有
名
だ

が
、「
実
際
に
は
オ
ラ
ン
ダ

　

生
体
医
工
学
・
生
体
材
料

学
・
知
能
機
械
学
を
研
究
分

野
と
す
る
長
尾
准
教
授
の
計

測
・
診
断
シ
ス
テ
ム
研
究
室

が
目
指
し
て
い
る
の
は
「
人

と
自
然
に
優
し
い
計
測
・
診

断
技
術
の
創
出
」
で
あ
る
。

一
つ
目
が
自
然
環
境
と
暮
ら

し
に
関
し
た
、
衣
食
住
の
安

全
・
安
心
、
快
適
で
静
粛
な

音
空
間
の
実
現
。
二
つ
目
が

健
康
長
寿
に
関
し
た
、
ア
ー

ト
と
サ
イ
エ
ン
ス
の
融
合
医

療
、
心
身
が
健
康
で
持
続
的

な
社
会
の
実
現
に
向
け
た
研

究
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
研
究
の
中
で
現

在
、
進
め
て
い
る
の
が
「
変

を
は
じ
め
、
中
国
（
当
時
は

清
）
や
朝
鮮
な
ど
諸
外
国
と

交
流
が
あ
り
、
日
本
人
が
中

国
文
化
に
最
も
憧
れ
た
時

期
。
こ
の
江
戸
期
か
ら
明

治
・
大
正
時
代
に
か
け
、
文

学
の
面
か
ら
中
国
と
日
本
の

交
流
を
研
究
し
て
い
ま
す
」

形
性
関
節
症
診
断
の
た
め
の

計
測
シ
ス
テ
ム
の
セ
ン
サ
の

開
発
」
と
い
う
。
そ
の
目
的

は
変
形
性
膝
関
節
症
（
膝
Ｏ

Ａ
）
の
予
防
医
療
の
た
め
の

診
療
支
援
計
測
シ
ス
テ
ム
の

と
小
田
切
教
授
は
話
す
。

文
学
研
究
の
特
殊
領
域

　

同
教
授
が
「
日
中
の
比
較

文
学
で
も
特
殊
な
領
域
」
と

い
う
こ
の
研
究
は
、
口
語
体

の
中
国
語
（
白
話
）
で
書
か

れ
た
明
・
清
の
時
代
の
文
学

作
品
が
日
本
人
に
ど
の
よ
う

に
受
け
入
れ
ら
れ
て
来
た
の

か
を
語
彙
（
ご
い
）
の
「
翻

訳
」
を
手
掛
か
り
に
解
き
明

か
そ
う
と
い
う
も
の
だ
。

　

白
話
受
け
入
れ
の
主
な
接

点
と
な
っ
た
の
は
通
俗
小
説

だ
っ
た
。
そ
こ
で
、「
水
滸

伝
」「
西
遊
記
」「
三
国
志
演

義
」「
金
瓶
梅
」
の
四
大
奇

提
案
で
あ
る
。
要
支
援
や
要

介
護
に
な
る
歩
行
機
能
の
低

下
に
関
わ
る
、
膝
関
節
の
Ｏ

Ａ
診
断
に
焦
点
を
当
て
る
こ

と
と
い
う
。

　

厚
生
労
働
省
の
資
料
に
よ

る
と
「
要
支
援
１
」
の
主
な

原
因
は
、
関
節
疾
患
と
骨
折

や
転
倒
を
合
わ
せ
る
と
全
体

の
約
35
％
を
占
め
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
運
動
機
能
に
何

ら
か
の
障
害
が
起
こ
り
始
め

た
時
点
か
ら
「
Ｑ
Ｏ
Ｌ
＝
生

活
の
質
」
は
低
下
し
て
い
く

こ
と
が
わ
か
る
。

　

ま
た
、
40
歳
以
上
の
骨
関

節
疾
患
の
患
者
数
の
調
査
結

果
で
は
、
４
７
０
０
万
人
が

Ｏ
Ａ
ま
た
は
骨
粗
鬆
症
を
羅

患
し
て
い
る
と
の
報
告
も
あ

る
。
膝
Ｏ
Ａ
は
進
行
性
疾
患

と
言
わ
れ
、
現
状
で
は
進
行

遅
延
の
た
め
の
治
療
や
人
工

関
節
置
換
手
術
が
有
効
な
手

段
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、

損
傷
部
位
の
再
生
や
完
治
は

見
込
め
な
い
疾
患
で
も
あ
る

た
め
、
発
症
初
期
の
発
見
は

有
効
な
治
療
に
つ
な
が
る
も

の
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
そ

れ
を
提
案
す
る
た
め
の
研
究

を
行
っ
て
い
る
も
の
。

健
診
に
よ
る
早
期
診
療

　

こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
、

臨
床
で
活
用
で
き
る
計
測
シ

ス
テ
ム
の
提
案
ま
で
及
ん
で

い
な
い
た
め
、
未
解
決
な
こ

と
が
多
か
っ
た
。
そ
こ
で
、

長
尾
准
教
授
は
「
未
解
決
な

課
題
に
挑
戦
す
る
た
め
に
、

関
連
機
関
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
骨
関
節
の
メ
カ
ニ
カ
ル

な
発
信
を
捉
え
る
骨
関
節
音

響
セ
ン
サ
装
置
を
備
え
た
膝

Ｏ
Ａ
の
診
断
用
計
測
支
援
シ

ス
テ
ム
の
開
発
を
目
指
し
て

や
巡
回
健
診
に
よ
る
早
期
診

断
の
効
果
が
期
待
で
き
る
。

受
診
者
を
診
断
す
る
こ
と
で

医
師
は
自
覚
症
状
が
出
る
前

に
発
症
の
疑
い
や
進
行
度
合

い
を
推
定
し
、
早
期
か
ら
診

療
す
る
こ
と
が
で
き
、
結
果

的
に
予
防
に
つ
な
が
る
。　

ま
た
、
臨
床
検
査
の
撮
影
で

は
骨
関
節
部
の
静
止
画
像
か

ら
の
診
断
と
な
る
が
、
動
い

た
時
の
情
報
が
加
わ
る
こ
と

で
膝
Ｏ
Ａ
診
断
の
精
度
は
高

く
な
る
。
さ
ら
に
、
治
療
の

効
果
や
経
過
観
察
な
ど
蓄
積

さ
れ
た
情
報
は
診
断
の
根
拠

と
な
り
、
診
療
の
質
向
上
に

も
貢
献
す
る
と
い
う
。

「
報
・
連
・
相
の
確
」

　

長
尾
准
教
授
は
昨
年
、
日

本
設
計
工
学
会
の
春
季
研
究

発
表
講
演
会
で
優
秀
発
表
賞

を
受
賞
し
た
。
そ
の
論
文
は

「
人
工
疑
似
し
こ
り
を
用
い

た
筋
硬
度
計
の
硬
軟
探
索
に

関
す
る
研
究
」
で
、
肩
こ
り

な
ど
の
し
こ
り
の
硬
さ
を
測

定
す
る
装
置
の
開
発
・
研
究

に
つ
い
て
発
表
し
た
も
の
。

　

こ
の
ほ
か
、
整
形
外
科
で

使
用
さ
れ
る
脊
椎
開
孔
用
ロ

ー
タ
リ
ー
バ
ー
の
セ
ー
フ
テ

ィ
ス
ト
ッ
プ
機
能
の
開
発
な

ど
、
各
種
の
研
究
を
行
う
一

方
、
機
械
要
素
設
計
、
計
測

工
学
、
機
械
工
学
実
験
Ⅰ
の

授
業
も
担
当
。
機
械
要
素
設

計
は
、
与
え
ら
れ
た
条
件
を

満
た
し
な
が
ら
重
要
な
部
品

（
要
素
）
を
ど
の
よ
う
に
設

計
す
る
か
を
学
生
に
考
え
さ

せ
る
授
業
で
あ
る
。

　

ゼ
ミ
生
は
卒
業
研
究
の
４

年
生
15
人
。
学
生
た
ち
は
パ

ソ
コ
ン
が
並
ん
だ
部
屋
で
各

自
研
究
を
進
め
て
い
る
が
、

週
に
１
〜
２
回
は
打
ち
合
わ

せ
も
行
わ
れ
て
い
る
。

　

研
究
室
に
は
学
生
に
と
っ

て
大
切
な
「
10
か
条
」
を
書

い
た
紙
が
張
ら
れ
て
い
る
。

中
で
も
「
こ
れ
が
、
社
会
人

の
基
本
で
す
」
と
い
う
の
は

「
報
・
連
・
相
の
確
」
の
実

践
。
長
尾
准
教
授
は
「
卒
業

研
究
や
就
職
活
動
を
す
る
中

で
、
報
告
・
連
絡
・
相
談
、

こ
れ
ら
要
点
の
確
認
を
行

い
、
し
っ
か
り
と
身
に
つ
け

る
こ
と
で
将
来
、
我
が
身
を

守
っ
て
く
れ
る
と
い
う
こ
と

を
、
事
あ
る
ご
と
に
触
れ

て
、
話
す
よ
う
に
し
て
い
ま

す
」
と
語
る
。

い
る
も
の
で
す
」
と
語
る
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
が
実
用
化

し
た
場
合
、
工
学
部
の
あ
る

福
島
県
で
は
高
齢
者
が
多
い

わ
り
に
病
院
を
訪
れ
る
機
会

が
少
な
い
た
め
、
集
団
健
診

書
や
、
狐
の
精
や
妖
術
使
い

が
活
躍
す
る
「
平
妖
伝
」
な

ど
訓
読
式
に
翻
訳
さ
れ
た
通

俗
物
な
ど
か
ら
訳
語
を
収

大
正
期
の
文
学
者
の
著
作
や

さ
ま
ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
翻

訳
・
翻
案
作
品
に
あ
た
り
用

例
を
調
査
。
中
国
語
か
ら
日

本
語
へ
の
移
し
替
え
を
分
析

し
て
両
言
語
の
関
係
性
を
調

べ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
研
究
か
ら
、
当

初
「
漢
文
訓
読
」
の
応
用
だ

集
。
さ
ら
に
、
そ
れ
ら
が
ど

の
よ
う
に
日
本
語
の
語
彙
の

体
系
の
中
に
受
け
入
れ
ら
れ

て
い
っ
た
の
か
を
探
る
た

め
、
曲
亭
馬
琴
の
「
南
総
里

見
八
犬
伝
」や
上
田
秋
成「
雨

月
物
語
」
な
ど
の
読
本
（
よ

み
ほ
ん
）
を
は
じ
め
、明
治
・

っ
た
翻
訳
が
明
治
の
終
わ
り

か
ら
大
正
に
か
け
て
徐
々
に

口
語
体
に
変
化
し
て
い
っ
た

こ
と
が
分
か
っ
た
。
中
国
人

の
生
活
や
民
族
性
を
観
察
・

研
究
す
る
「
支
那
通
」
と
言

わ
れ
る
人
た
ち
の
出
現
、
ま

た
中
国
の
伝
統
演
劇
の
研
究

い
か
」
と
指
摘
す
る
。

先
駆
性
を
国
が
評
価

　

こ
れ
ら
の
テ
ー
マ
は
早
い

段
階
で
共
同
研
究
者
と
と
も

に
文
部
科
学
省
の
科
学
研
究

費
助
成
事
業
（
２
０
０
１
年

度
）
に
選
定
さ
れ
、独
創
的
・

研
究
が
中
国
で
ど
う
な
さ
れ

て
来
た
か
の
調
査
・
研
究
も

そ
の
一
つ
。
中
国
に
お
い
て

日
本
文
学
が
研
究
の
対
象
と

な
る
の
は
日
清
戦
争
（
１
８

９
４
～
95
年
）
以
後
の
こ
と

で
、
１
９
２
９
年
刊
行
の
、

日
本
文
学
研
究
の
最
初
の
通

史
的
著
作
と
い
わ
れ
る
「
日

本
文
学
史
」「
日
本
文
学
」（
と

も
に
謝
六
逸
著
）
に
焦
点
を

当
て
、
日
本
の
文
学
を
ど
の

よ
う
な
視
点
か
ら
評
価
し
て

い
る
か
な
ど
を
掘
り
下
げ
て

い
る
。

　

こ
う
し
た
研
究
の
き
っ
か

け
は
、
中
国
に
お
け
る
日
本

研
究
の
拠
点
で
あ
り
日
本
政

府
も
運
営
協
力
す
る
大
学
院

大
学
「
北
京
日
本
学
研
究
セ

ン
タ
ー
」
を
訪
問
し
た
こ
と

だ
っ
た
。
元
々
は
「
源
氏
物

語
」
を
は
じ
め
日
本
の
古
典

文
学
研
究
か
ら
出
発
し
た
小

田
切
教
授
だ
っ
た
が
、
そ
こ

で
出
合
っ
た
中
国
語
vs
日
本

語
対
訳
の
コ
ー
パ
ス
（
大
量

の
言
語
を
集
め
た
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
）
か
ら
着
想
を
得
た
の

だ
そ
う
。

　

同
教
授
は
「
同
じ
文
系
で

も
経
済
学
と
か
法
学
の
よ
う

に
生
活
に
直
結
す
る
学
問
で

は
な
い
が
、
日
中
の
こ
う
し

た
文
化
や
文
学
の
交
流
を
改

め
て
検
証
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
そ
の
た
め
に
調
査
・

研
究
を
よ
り
一
層
深
め
て
い

き
た
い
」
と
話
し
た
。

の
高
ま
り
、
そ
れ
ら
を
背
景

に
し
て
中
国
お
よ
び
中
国
文

学
へ
の
理
解
が
格
段
に
深
ま

っ
た
こ
と
な
ど
、
そ
の
背
景

に
は
幾
つ
か
の
要
素
が
あ
る

と
考
察
す
る
小
田
切
教
授
は

「
日
中
間
に
こ
う
し
た
文
化

的
な
遺
産
が
あ
る
の
を
知
る

こ
と
も
大
事
な
こ
と
で
は
な

研究室で

長尾准教授が開発に取り組んでいる、
変形性関節症早期診療用計測支援シス
テムのための試作中のセンサ

今年８月、広東外語外貿大学で開かれた日
本文学研究会第十四期例会と国際学術シン
ポジウムに出席のため、中国広東省広州市
を訪れた

研究成果の一部「江戸明治
唐話用例辞典」の表紙

骨関節アンチエイジング
支援計測システムを提案

～未解決な課題に挑戦～
先
駆
的
な
学
術
研
究
と
評
価

さ
れ
る
一
方
、
成
果
の
一
部

は
「
江
戸
明
治
唐
話
用
例
辞

典
」（
２
０
０
８
年
、
笠
間

書
院
刊
）
と
い
う
大
著
に
な

っ
て
社
会
に
送
り
出
さ
れ
て

い
る
。

　

こ
れ
が
基
点
に
な
っ
て
、

研
究
は
ほ
か
へ
も
広
が
り
を

見
せ
て
い
る
。
日
本
文
学
の

実験データの解析やプレゼン資料作成の
部屋でゼミ生と長尾准教授
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